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おける野外調査はごく短期間であったため，今後
異なる時期に同島にける調査を行うことで，アマ
ミカバイロハムシやミヤモトホソヒラタハムシな
ど，奄美大島と共通の地域固有種の発見が期待さ
れる．
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【短報】群馬県および茨城県におけるサメハダマル
ケシゲンゴロウの初記録

サメハダマルケシゲンゴロウ Hydrovatus stridulus 
Biström, 1997 は，近年，国内において分布が確認
された種である （稲畑，2016）．同属のマルケシゲ
ンゴロウ H. subtilis Sharp, 1882 と記録が混同されて
いた事例も報告されていることから （渡部，2016），
各地において注目が集まった結果，本州中部以西
および南西諸島から多数の追加記録が報告され （渡
部ほか，2016；渡部，2016；渡部・保科，2016；
戸田，2017；吉村・渡部，2017；末長ほか，2017；
仲田，2018 など），現時点における本種の国内分布
は埼玉県が東限とされている （亀澤・渡部，2018）．
筆者らはこれまで記録のなかった群馬県および茨
城県において本種を確認したので報告する．なお，
標本は佐野と渡部がそれぞれ保管している．

2 ♂♂，群馬県板
倉町海老瀬，27. V. 
2011，佐野採集．

1 ♂ 1 ♀，茨城県
潮来市釜谷 中池，6. 
IX. 2017，新中・内
田採集；1 ♂，同所，
23. VIII. 2018，内田
採集（図 1）．

群馬県の生息地
は， ア シ や マ コ
モ， ハ ス， ヒ シ 等
が繁茂する比較的
面 積 の 広 い 池 で

図 1．茨城県産サメハダマルケシ
ゲンゴロウ．
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あった （図 2）．同所的にコツブゲンゴロウ Noterus 
japonicas Sharp, 1873， ホ ソ マ ル チ ビ ゲ ン ゴ ロ ウ
Leiodytes miyamotoi （Nakane, 1990），ワタラセツブ
ゲンゴロウ Laccophilus dikinohaseus Kamite, Hikida 
& Satô, 2005 等のゲンゴロウ類が見られたが，サ
メハダマルケシゲンゴロウの個体数は他種に比べ
て少なかった．2011 年 5 月 28 日および同年 6 月 6
日の調査時には本種が確認されたものの，それ以
降，原因不明の水質悪化および水生植物の衰退が
著しく，2013 年 9 月，2015 年 12 月，2016 年 5 月
の各調査では本種だけでなくホソマルチビゲンゴ
ロウやワタラセツブゲンゴロウも確認できなかっ
た．なお，佐野 （2016） が文中に記述したマルケシ
ゲンゴロウは今回報告したサメハダマルケシゲン
ゴロウである． 

茨城県の生息地は谷戸の奥に位置しており，ア
シやマコモ，ヒシ等が繁茂する比較的面積の広い
池である点が群馬県の生息地に類似しているが，
水生植物の遷移が進行しているため開放水面は少
なく，林に囲まれた暗い環境である（図 3）．当地

では，コツブゲンゴロウやキボシチビコツブゲン
ゴ ロ ウ Neohydrocoptus bivittis （Motschulsky, 1859）
が同所的に見られた （新中・内田，2017）．なお，
茨城県潮来市釜谷の記録は国内における東限記録
となる．
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図 2．群馬県の生息地．

図 3．茨城県の生息地．


